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門真市子ども・子育て支援に関するニーズ等調査結果の概要 
【調査の実施概要】 

（１）調査対象  

就学前児童の保護者：市内の０～５歳児の保護者から１，５００人  

小 学 生 の 保 護 者 ：市内の小学生児童の保護者から１，５００人  

１３歳から１８歳の市民：市内の１３～１８歳の児童から７５０人  

ひ と り 親 家 庭 等 ：市内のひとり親家庭等から２，２００人  

それぞれ、住民基本台帳による無作為抽出  

（２）調査方法  

郵送配布・郵送とＷＥＢで回収 

（３）調査期間 

令和６（２０２４）年３月９日（土）～３月２９日（金） 

（４）回収結果 

 配布数  有効回答数  有効回答率  

就学前児童の保護者  1,500 件  499 件  33.3 ％  

小学生の保護者  1,500 件  513 件  34.2 ％  

13～18 歳の市民  750 件  183 件  24.4 ％  

ひとり親家庭等  2,200 件  585 件  26.6 ％  
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【就学前児童保護者調査・小学生児童保護者調査】 

〔１〕現在の子どもの人数  ＜小学生では前回との差が大きく、１人が２割、３人が２割弱＞  

 

 

 

 

 

 

就学前児童         小学生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの人数についてたずねたところ、就学前児童では、「２人」が 42.5%と最も多く、次いで、「１人」が 32.5%、

「３人」が 17.8%となっています。小学生では、「２人」が 46.8%と最も多く、次いで、「３人」が 23.4%、「１

人」が 20.3%となっています。  
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〔２〕理想と思う子どもの人数  ＜前回同様、２人以上を理想とする割合が高い＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔３〕もう１人以上の子どもを生み育てたいか  ＜前回に比べて、生み育てたいと思う割合が減少＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想と思う子どもの人数についてたずねたところ、「２人」が 43.3%と最も多く、次いで、「３人」が 34.9%、「１

人」が 7.6%となっています。  

7.6

7.4

43.3

45.8

34.9

33.7

9.0

10.4

5.2

2.7

１人 ２人 ３人

４人以上

無回答
就学前児童

(n=499)

前回調査
(n=596)

(%)
0 20 40 60 80 100

もう１人以上の子どもを生み育てたいかについてたずねたところ、「思う」が 34.5%、「思わない」が 63.7%とな

っています。  

34.5

38.3

63.7

60.6

1.8

1.2

思う 思わない 無回答
就学前児童

(n=499)

前回調査
(n=596)

(%)
0 20 40 60 80 100
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〔４〕どのような環境が揃えばもう１人以上の子どもが生みたいか＜経済的問題が影響している＞ 

 

 

 

 

 

 

3.5

43.4

0.0

1.3

2.2

27.7

20.8

1.3

5.5

40.7

1.1

1.9

3.6

28.8

34.3

1.4

0 10 20 30 40 50

就学前児童

(n=318)

前回調査

(n=361)

保育所など子どもを預かってくれる環境が整えば

収入が増えれば

働くところが見つかれば

子どもを教育してくれる施設が充実していれば

家族の理解が進めば

子どもに関する費用負担が減れば

その他

無回答

(%)

 

どのような環境が整えばもう１人以上の子どもを生みたいかたずねたところ、「収入が増えれば」が 43.4%と最も

多く、次いで、「子どもに関する費用負担が減れば」が 27.7%、「保育所など子どもを預かってくれる環境が整えば」

が 3.5%となっています。その他の主な意見内容は、「年齢、体力、金銭的に厳しい」、「２人以上子どもがいるため」、

「手に負えない、心に余裕がない」となっています。  
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〔５〕母親の就労状況 ＜母親の就業率は就学前でおよそ７割、小学生でおよそ８割＞ 

 

 

 

 

就学前児童  小学生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の就労状況では、『フルタイム』で働いている人が前回調査より増加しており、特に就学前児童の、「フルタイ

ムで働いている」は 7.9 ポイント増加しています。  

父親では、「フルタイム」が最も多くなっています。  

31.9
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前回調査

(n=596)

フルタイムで働いている

フルタイムで働いているが、
今は休んでいる

（産休・育休・介護休業中）

パート・アルバイトなどで
働いている

パート・アルバイトなどで
働いているが、今は休んでいる

（産休・育休・介護休業中）

以前は働いていたが、
今は働いていない

これまで働いたことがない

無回答
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働いている

パート・アルバイトなどで
働いているが、今は休んでいる

（産休・育休・介護休業中）

以前は働いていたが、
今は働いていない

これまで働いたことがない

無回答

(%)
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〔６〕平日に定期的に利用している教育・保育事業 ＜認定こども園の利用が５割と前回に比べて大きく増加＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の教育・保育事業の利用状況についてた

ずねたところ、「利用している」が 81.8%、「利

用していない」が 18.2%となっています。  

平日に年間を通じて利用している施設について

たずねたところ、「認定こども園」が 52.7%と最

も多く、次いで、「認可保育所」が 17.2%、「幼

稚園」が 15.7%となっています。  

15.7

8.3

17.2

52.7

4.9
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0.5

0.5
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0.0

1.5

0.0
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1.0

0.5
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9.0

31.0

36.6
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0.0

1.1
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0.0

2.2

0.2

2.5

1.3

0.7

0 20 40 60

就学前児童

(n=408)

前回調査

(n=445)

幼稚園

幼稚園＋幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

市役所が認証・認定した保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

なかよし広場、地域子育て支援センター『ひよこる～む』
など子育て中の親子が集まる場

ファミリー・サポート・センター

障がい児通所施設

その他

無回答

(MA%)
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〔７〕時間単位で保育所等を利用する制度について ＜利用希望が６割＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間単位で保育所等を利用する制度についてた

ずねたところ、「利用したい」が 62.6%、「利用し

たいと思わない」が 31.9%となっています。  

62.6

31.9

5.5

0 20 40 60 80

利用したい

利用したいと思わない

無回答

(%)(n=91)
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〔 ８ 〕 病 気 で 幼 稚 園 や 保 育 所 等 を 利 用 で き な か っ た り 、 小 学 校 を 休 ま な け れ ば な ら な か っ た 場 合 の 対 処 方 法        

＜父親、母親ともに仕事を休んだ割合が前回に比べて増加＞ 

 

 

 

 

 

 

 

就学前児童         小学生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学前児童では、「母親が仕事を休んだ」が 79.4%と最も多く、次いで、「父親が仕事を休んだ」が 36.1%、「ご

自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む）」が 24.3%となっています。  

小学生では、「母親が仕事を休んだ」が 68.1%と最も多く、次いで、「働いていない父親か母親が子どもをみた」

が 19.9%、「ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む）」が 19.0%と

なっています。  

36.1

79.4

24.3
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6.9
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14.8

69.9

29.9
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就学前児童

(n=321)

前回調査

(n=365)

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

ご自身や配偶者の親、親せき、
友人・知人にみてもらった

（同居している場合も含む）

働いていない父親か母親が子どもをみた

保育所や病院に併設する病気の子どものための
保育施設を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

(MA%)
14.2

68.1

19.0

19.9

0.7

0.0

0.0

10.0

4.1

0.7

7.5

60.2

26.0

17.6

2.2

0.0

0.0

7.2

2.7

2.2

0 20 40 60 80

小学生

(n=458)

前回調査

(n=415)

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

ご自身や配偶者の親、親せき、
友人・知人にみてもらった

（同居している場合も含む）

働いていない父親か母親が子どもをみた

保育所や病院に併設する病気の子どものための
保育施設を利用した

家事育児代行サービスを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

(MA%)
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〔９〕病気の子どものための保育施設の利用希望  ＜前回同様、利用したいと思わない割合が高い＞ 

 

 

 

 

就学前児童  

 

 

 

 

 

 

小学生  

 

 

 

 

 

 

保育施設の利用意向についてたずねたところ、「利用したいとは思わない」が就学前児童では 68.4％、小学生では

81.7％となっています。  

30.8

30.3

68.4

67.4

0.8

2.2

できれば病気の子どものための

保育施設などを利用したい
利用したいと思わない

無回答
就学前児童

(n=263)

前回調査
(n=267)

(%)
0 20 40 60 80 100

15.5

19.6

81.7

77.3

2.8

3.1

できれば病気の子どものための

保育施設などを利用したい
利用したいと思わない

無回答
小学生
(n=317)

前回調査
(n=260)

(%)
0 20 40 60 80 100
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〔10〕小学校就学後に希望する放課後の過ごし方について                ※５歳児保護者のみ回答 

＜低学年時は放課後児童クラブが５割、高学年時は自宅が６割＞ 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年時（１～３年生）       小学校高学年時（４～６年生）  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年時（１～３年生）では「放課後児童クラブ」が 53.1%と最も多く、次いで、「自宅」が 43.8%、「習

い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」が 31.5%となっています。  

小学校高学年時（４～６年生）では「自宅」が 58.6%と最も多く、次いで、「習い事（ピアノ教室、スポーツクラ

ブ、学習塾など）」が 47.5%、「放課後児童クラブ」が 28.4%となっています。  

43.8

6.8

53.1

1.2

31.5

1.2

17.9

13.6

47.4

11.3

57.7

42.3

0.0

18.6

2.1

0 20 40 60

就学前児童

(n=162)

前回調査

(n=97)

自宅

ご自身や配偶者の親・親せきの家、
友人・知人の家

放課後児童クラブ

地域の子どもの居場所（こども食堂など）
で過ごす

習い事（ピアノ教室、スポーツ
クラブ、学習塾など）

ファミリー・サポート・センター

その他（公園など）

無回答

(MA%)
58.6

8.6

28.4

3.7

47.5

0.6

25.3

14.8

66.0

14.4

30.9

54.6

0.0

24.7

3.1

0 20 40 60 80

就学前児童

(n=162)

前回調査

(n=97)

自宅

ご自身や配偶者の親・親せきの家、
友人・知人の家

放課後児童クラブ

地域の子どもの居場所（こども食堂など）
で過ごす

習い事（ピアノ教室、スポーツ
クラブ、学習塾など）

ファミリー・サポート・センター

その他（公園など）

無回答

(MA%)
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〔11〕放課後児童クラブの利用状況＜年齢が上がるにつれ利用している割合が減少＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生の放課後児童クラブの利用状況についてたずねたところ、「利用している」が 30.4%、「利用していない」

が 69.4%となっています。  

子どもの年齢別にみると、「10 歳児」で、「利用している」が大きく減少しています。  

30.4

27.6

69.4

71.6

0.2

0.8

利用している 利用していない 無回答
小学生
(n=513)

前回調査
(n=606)

(%)
0 20 40 60 80 100

53.8

42.9

39.8

25.0

7.3

10.7

46.2

57.1

60.2

75.0

92.7

89.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

利用している 利用していない 無回答
６歳児
(n=91)

７歳児
(n=77)

８歳児
(n=83)

９歳児
(n=72)

10歳児
(n=82)

11歳児
(n=84)

(%)
0 20 40 60 80 100
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〔12〕子どもとの外出時に困ること＜前回同様、割合が最も多いことから道路整備の面で改善がみられない＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもとの外出で困ること、困ったことをたずねたところ、「自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がな

い道路が多いので心配」が 51.1%と最も多く、次いで、「買い物や用事などの合間の気分転換に子どもを遊ばせる場

所がない」が 42.9%、「緑や広い歩道が少ないなど街並みにゆとりとうるおいがない」が 40.9%となっています。  

51.1

36.5

21.6

30.3

16.4

34.9

42.9

40.9

15.0

15.4

5.6

10.6

2.4

53.9

40.6

32.9

36.9

24.8

41.8

46.5

49.2

16.1

20.1

6.9

5.7

2.5

0 20 40 60

就学前児童

(n=499)

前回調査

(n=596)

自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や
信号がない道路が多いので心配

歩道の段差などがベビーカーや自転車での
通行の妨げになっている

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない

トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていない

授乳する場所や必要な設備がない

小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）が少ない

買い物や用事などの合間の気分転換に子どもを
遊ばせる場所がない

緑や広い歩道が少ないなど街並みにゆとりとうるおいがない

周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る

荷物や子どもに手をとられて困っているときに
手を貸してくれる人が少ない

その他

特にない

無回答

(MA%)
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〔13〕子どもが巻き込まれる事故や犯罪について   〔14〕地域子育て支援拠点事業の利用状況 

＜感じると答えた割合が大幅に減少＞    ＜前回に比べて利用している割合が減少＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが巻き込まれる事故や犯罪の増加についてた

ずねたところ、「感じる」が就学前児童では 18.4％、  

小学生では、32.2％となっています。  

18.4

32.7

13.8

11.1

23.4

17.8

39.9

37.1

4.4

1.3

感じる 感じない どちらでもない わからない 無回答
就学前児童

(n=499)

前回調査
(n=596)

(%)
0 20 40 60 80 100

32.2

51.7

14.8

7.6

25.9

19.3

25.0

18.8

2.1

2.6

感じる 感じない どちらでもない わからない 無回答
小学生
(n=513)

前回調査
(n=606)

(%)
0 20 40 60 80 100

地域子育て支援拠点事業は、「利用していない」が

85.4％となっています。利用している割合は、年齢が

上がるにつれて減少しています。  

6.6

3.2

85.4

6.0

10.9

6.7

83.9

3.5

0 20 40 60 80 100

就学前児童

(n=499)

前回調査

(n=596)

地域子育て支援拠点事業

その他市が実施している
類似の事業

利用していない

無回答

(MA%)

17.5

8.8

11.5

9.0

6.6

2.6

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30

０歳児

(n=80)

１歳児

(n=78)

２歳児

(n=76)

３歳児

(n=95)

４歳児

(n=91)

５歳児

(n=73)

地域子育て支援拠点事業

その他市が実施している類似の事業

(MA%)
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45.8

28.1

29.6

32.7

49.1

66.3

66.3

62.9

5.1

5.6

4.1

4.4

はい いいえ 無回答
①門真市子育て応援ポータルサイト

「すくすくひよこナビ」
(n=513)

前回調査
(n=606)

②門真市子ども英会話講座「ＫＥＩＫ」
(n=513)

前回調査
(n=606)

(%)
0 20 40 60 80 100

〔15〕子育て支援に関する事業の認知度 ＜小学生では、前回よりも認知度が全体的に減少＞ 

 

 

 

 

 

 

就学前児童           小学生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.3

74.3

55.7

69.0

38.3

39.7

55.1

38.6

69.9

62.7

44.1

66.8

29.7

14.0

34.5

19.4

51.5

50.7

36.9

49.2

21.2

26.0

46.3

21.3

9.0

11.8

9.8

11.6

10.2

9.6

8.0

12.2

8.8

11.3

9.6

11.9

はい いいえ 無回答
①かどまママパパ教室（妊婦教室）

(n=499)

前回調査
(n=596)

②離乳食講習会
(n=499)

前回調査
(n=596)

③産後ケア事業
(n=499)

前回調査
(n=596)

④子育て支援アプリ「かどぴよ」
(n=499)

前回調査
(n=596)

⑤門真市子育て応援ポータルサイト
「すくすくひよこナビ」

前回調査
(n=596)

⑥赤ちゃんの駅（オムツ替え、授乳スペースの提供）
(n=499)

前回調査
(n=596)

⑦あおぞら保育
(n=499)

前回調査
(n=596)

(%)
0 20 40 60 80 100

子育て支援サービスの認知度は、就学前児童では、「⑥赤ちゃんの駅（オムツ替え、授乳スペースの提供）」が 69.9％

と認知度が最も多くなっています。  

小学生では、「①門真市子育て応援ポータルサイト「すくすくひよこナビ」」が 45.8％と認知度が最も多くなって

います。  

※産後ケア事業と、子育て支援アプリ「かどぴよ」は前回調査では項目なし  
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33.3

49.7

4.6

10.6

1.8

47.7

31.7

4.2

14.3

2.2

0 20 40 60

就学前児童

(n=499)

前回調査

(n=596)

働いていなかった

育児休業を取った、
あるいは、今取っている

育児休業を取らずに働いた

育児休業を取らずに離職した

無回答

(%)

〔16〕育児休業の取得状況 ＜父親、母親ともに育児休業を取った、あるいは、今取っている割合が増加＞ 

 

 

 

 

 

 

母親の取得状況  父親の取得状況   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の取得日数  

 

  

母親では、「育児休業を取った、あるいは、今取っている」が 49.7%と最も多く、前回調査と比べると、18.0 ポ

イント増加しています。  

父親では、「育児休業を取った、あるいは、今取っている」が 10.0%となっており、前回調査と比べると、7.3 ポ

イント増加しています。また、父親で１か月以上の育児休業を取得している人は合計 34.0%みられます。  

 

 

1.2

10.0

81.2

0.4

7.2

0.7

2.7

81.0

0.0

15.6

0 20 40 60 80 100

就学前児童

(n=499)

前回調査

(n=596)

働いていなかった

育児休業を取った、
あるいは、今取っている

育児休業を取らずに働いた

育児休業を取らずに離職した

無回答

(%)

52.0 18.0

2.0

4.0 8.0

2.0

14.0

30日まで 31日～60日

61日～90日

91日～180日 181日～365日

366日以上

無回答
全体

(n=50)

(%)
0 20 40 60 80 100
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〔17〕有効と感じる支援・対策＜就学前児童、小学生ともに地域における子どもが遊べる拠点の充実の割合が高い＞ 

 

 

 

 

就学前児童         小学生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てをする中で有効と感じる支援・対策について

たずねたところ、就学前児童では、「地域における子ど

もが遊べる拠点の充実」が 38.5%と最も多く、次いで、

「保育サービスの充実」が 38.1%となっています。  

12.6

38.1

7.7

38.5

1.0

17.8

27.6

36.0

34.3

21.7

2.4

2.1

4.5

16.2

38.7

4.4

45.1

1.1

15.7

34.6

47.5

37.6

40.1

8.2

3.3

4.1

0 10 20 30 40 50

就学前児童

(n=286)

前回調査

(n=364)

地域における子育て支援の充実（育児相談など）

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもが遊べる拠点の充実

訪問型の支援サービスの充実

健やかな妊娠・出産に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

援護を要する子どもに対する支援
（子どもの障がいや児童虐待など）

その他

無回答

(3LA%)

小学生では、「地域における子どもが遊べる拠点の充

実」が 41.2%と最も多く、次いで、「仕事と家庭生活

の両立ができる労働環境の整備」が 40.8%となってい

ます。  

 

 

18.4

14.6

3.7

41.2

32.6

35.2

40.8

31.5

4.5

4.1

1.5

23.3

13.0

7.0

40.9

34.5

39.4

35.5

40.6

10.3

5.2

2.1

0 10 20 30 40 50

小学生

(n=267)

前回調査

(n=330)

放課後児童クラブの充実

放課後子ども教室の充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもが遊べる拠点の充実

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

援護を要する子どもに対する支援
（子どもの障がいや児童虐待など）

その他

無回答

(3LA%)
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〔18〕子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策  

＜小学生では、仕事と家庭生活の両立を強く希望しており３割半ばと高い＞ 

 

 

 

 

 

就学前児童         小学生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.6

15.1

6.0

30.2

26.6

28.1

35.2

22.6

8.0

9.0

6.0

11.4

15.3

10.5

38.4

34.1

33.6

39.7

40.6

8.7

5.7

2.6

0 10 20 30 40 50

小学生

(n=199)

前回調査

(n=229)

放課後児童クラブの充実

放課後子ども教室の充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもが遊べる拠点の充実

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

援護を要する子どもに対する支援
（子どもの障がいや児童虐待など）

その他

無回答

(3LA%)

子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策

についてたずねたところ、就学前児童では、「地域に

おける子どもが遊べる拠点の充実」が 36.0%と最も

多く、次いで、「仕事と家庭生活の両立ができる労働

環境の整備」が 34.3%となっています。  

 

 

小学生では、「仕事と家庭生活の両立ができる労働

環境の整備」が 35.2%と最も多く、次いで、「地域に

おける子どもが遊べる拠点の充実」が 30.2%となっ

ています。  

 

 

17.7

28.6

6.9

36.0

6.3

7.4

21.7

33.1

34.3

17.1

7.4

5.1

4.6

18.2

27.3

8.1

33.5

2.9

7.7

20.1

33.0

36.4

29.7

7.7

9.6

1.9

0 10 20 30 40

就学前児童

(n=175)

前回調査

(n=209)

地域における子育て支援の充実（育児相談など）

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもが遊べる拠点の充実

訪問型の支援サービスの充実

健やかな妊娠・出産に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

援護を要する子どもに対する支援
（子どもの障がいや児童虐待など）

その他

無回答

(3LA%)
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〔19〕門真市への定住意向＜就学前児童、小学生ともに『住み続けたい』が５割を超えている＞ 

 

 

 

 

就学前児童  

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生  

 

 

 

 

 

 

これからも門真市に住み続けたいかたずねたところ、就学前児童では、「住み続けたい」、「どちらかといえば

住み続けたい」を合わせた『住み続けたい』が、57.3％となっています。  

小学生では、『住み続けたい』が、58.3％となっています。  

 

20.3

21.5

38.0

32.5

12.7

12.7

6.2

7.8

21.2

23.9

1.6

1.7

住み続けたい

どちらかといえば、

住み続けたい

どちらかといえば、住み続けたいとは思わない
住み続けたいとは思わない

どちらともいえない、

わからない 無回答
小学生
(n=513)

前回調査
(n=606)

(%)
0 20 40 60 80 100

20.0

20.5

37.3

32.4

10.2

12.6

7.6

10.1

20.0

23.3

4.8

1.2

住み続けたい

どちらかといえば、

住み続けたい

どちらかといえば、

住み続けたいとは思わない 住み続けたいとは思わない

どちらともいえない、

わからない 無回答
就学前児童

(n=499)

前回調査
(n=596)

(%)
0 20 40 60 80 100
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〔20〕充実してほしい子育て支援策 ＜就学前児童、小学生ともに経済面での支援、医療機関の充実の割合が高い＞ 

 

 

 

 

就学前児童          小学生  

 

 

 

 

就学前児童では、「保育料などの無償化を行う」が 71.9%と最も多くなっています。  

小学生では、「育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの子育て世帯への経済的援助の拡充」が 58.7%

と最も多くなっています。  

67.7

33.5

43.5

48.5

25.7

30.5

11.0

7.4

42.7

35.1

11.8

62.1

45.3

9.6

69.7

71.9

12.4

18.4

6.8

3.4

68.5

33.7

45.8

50.8

21.8

32.0

13.4

10.9

41.6

35.7

10.7

68.0

53.2

12.4

66.8

71.6

15.3

17.4

7.4

2.2

0 20 40 60 80

就学前児童

(n=499)

前回調査

(n=596)

親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園、
認定こども園などの運動場の開放を増やす

親子が安心して集まれるなかよし広場などの
屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のため
のスペースづくりや、歩道の段差解消などの

「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育て中の親の仲間づくりや、子育ての知識や技能の取得に
役立つ講習等の開催回数の増加と内容の充実を図る

子育てサークル活動への支援を充実する

保育所や放課後児童クラブなど子どもを預ける施設を増やす

幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や、
夏休みなどの預かり保育などを充実する

誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる
子育て支援サービスに対する支援を行う

小児救急など安心して子どもが医療機関を
利用できる体制を整備する

子どもの安全を確保する対策を充実する

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの
子育て世帯への経済的援助の拡充

保育料などの無償化を行う

公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

子どもの障がいに関する相談体制を充実する

その他

無回答

(MA%)
43.5

13.6

19.7

20.7

21.6

26.3

7.6

5.8

21.8

23.0

11.3

53.8

42.1

4.9

58.7

37.0

8.4

15.4

10.9

4.1

45.7

15.3

21.6

19.5

22.4

22.4

9.4

5.4

25.4

22.3

11.9

57.9

51.3

7.1

59.7

38.8

14.0

17.3

8.6

3.8

0 20 40 60 80

小学生

(n=513)

前回調査

(n=606)

親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園などの
運動場の開放を増やす

親子が安心して集まれるなかよし広場などの
屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のため
のスペースづくりや、歩道の段差解消などの

「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育て中の親の仲間づくりや、子育ての知識や技能の取得に
役立つ講習等の開催回数の増加と内容の充実を図る

子育てサークル活動への支援を充実する

保育所や放課後児童クラブなど子どもを預ける施設を増やす

幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や、
夏休みなどの預かり保育などを充実する

誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる
子育て支援サービスに対する支援を行う

小児救急など安心して子どもが医療機関を
利用できる体制を整備する

子どもの安全を確保する対策を充実する

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの
子育て世帯への経済的援助の拡充

保育料などの無償化を行う

公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

子どもの障がいに関する相談体制を充実する

その他

無回答

(MA%)
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【13～18 歳の市民】 

〔１〕  放課後の過ごし方 ＜家で過ごす時間が増加し、勉強や塾・習い事が減少＞ 

 

 

 

 

 

 

 平日 16 時台    平日 17 時台     平日 18 時台    平日 19 時台    平日 20 時台    平日 21 時台     平日 22 時台  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の過ごし方では、「スポーツやクラブ活動をする」は 16～18 時台に、「家族と過ごす」は 18～19 時台に、

「携帯電話やパソコンなどを利用する」は 20～22 時台に行う人が多く見られます。  

前回調査との比較でみると、「家で過ごす（休養、趣味など）」がどの時間帯でも増えており、「勉強・宿題をする」、

「塾・習い事に行く」が減っている傾向がみられます。  

35.0

2.2

1.6

6.0

0.5

24.0

5.5

5.5

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

3.3

0.0

4.4

11.5

17.4

1.4

0.5

10.3

1.4

28.6

4.2

8.5

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

3.8

0.9

5.2

21.1

0 10 20 30 40

家で過ごす
（休養、趣味など）

家族と過ごす

家の手伝いをする

勉強・宿題をする

塾・習い事に行く

スポーツやクラブ活動をする

友達と遊ぶ

携帯電話やパソコンなどを
利用する

ゲームセンターや
カラオケ店にいる

ファーストフード店や
ファミリーレストランにいる

図書館などの公共施設にいる

公園などにいる

コンビニにいる

働いている
（アルバイトを含む）

ひとりで出かける

その他

無回答

24.0

6.0

0.5

8.2

4.4

22.4

4.9

7.1

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

8.2

0.5

3.8

9.3

17.4

4.2

1.9

12.7

3.8

24.9

4.2

7.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

0.9

4.2

15.5

0 10 20 30

24.0

12.6

2.7

5.5

6.6

14.2

3.3

10.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.8

0.5

2.7

7.7

21.6

8.9

1.9

12.2

9.4

12.2

3.3

12.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.0

0.0

4.2

10.3

0 10 20 30

26.2

18.0

0.5

7.1

12.0

6.6

1.6

7.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.8

0.5

2.2

7.7

17.4

18.8

2.8

9.4

17.8

7.5

1.4

9.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.5

0.0

2.8

8.5

0 10 20 30

29.5

12.6

1.6

7.1

11.5

3.3

1.1

14.8

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

8.2

0.5

1.6

7.7

20.2

21.6

1.4

15.0

15.0

2.8

0.5

15.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.6

0.0

0.9

5.6

0 10 20 30 40

33.9

11.5

0.5

9.8

9.3

1.1

1.1

15.3

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

6.0

0.5

2.2

8.2

18.3

15.5

0.9

23.0

10.3

0.5

0.5

19.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

0.0

1.4

7.0

0 10 20 30 40

42.6

12.0

0.5

6.0

3.3

0.0

0.0

19.7

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

1.6

0.5

3.8

9.3

30.5

14.6

0.5

18.3

1.4

0.0

0.0

22.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.8

0.0

2.8

9.9

0 10 20 30 40 50

今回調査

(n=183)

前回調査

(n=213)

(%)
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〔２〕  休日の過ごし方 ＜平日同様、家で過ごす時間が増加し、勉強や塾・習い事が減少＞ 

 

 

 

 

 

休日の 10～ 12 時  休日の 12～ 16 時  休日の 16～ 18 時  休日の 18～ 20 時    休日の 20～ 22 時    休日の 22 時以降  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休日の過ごし方では、「スポーツやクラブ活動をする」は 10～12 時に、「友達と遊ぶ」は 12～18 時に、「家族

と過ごす」は 18～22 時に、「携帯電話やパソコンなどを利用する」は 20 時以降に行う人が多く見られます。  

44.8

8.2

1.1

4.9

1.1

14.8

4.9

6.6

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

0.5

1.6

7.7

34.7

7.5

0.5

6.6

2.8

24.4

4.7

10.3

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.8

0.9

1.4

7.5

0 10 20 30 40 50

家で過ごす
（休養、趣味など）

家族と過ごす

家の手伝いをする

勉強・宿題をする

塾・習い事に行く

スポーツやクラブ活動をする

友達と遊ぶ

携帯電話やパソコンなどを
利用する

ゲームセンターや
カラオケ店にいる

ファーストフード店や
ファミリーレストランにいる

図書館などの公共施設にいる

公園などにいる

コンビニにいる

働いている
（アルバイトを含む）

ひとりで出かける

その他

無回答

25.1

10.9

0.5

4.9

0.5

10.9

24.0

7.7

1.1

0.5

0.5

0.0

0.0

3.8

0.5

1.1

7.7

19.7

9.4

0.5

7.5

3.3

15.0

23.5

11.3

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

3.8

4.2

0.9

6.1

0 10 20 30

27.3

9.3

1.6

6.6

2.2

8.2

20.2

12.0

1.1

0.0

0.5

0.0

0.0

3.3

0.0

0.5

7.1

17.8

9.4

1.9

10.8

4.7

10.8

21.1

13.6

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

5.2

1.9

0.9

6.1

0 10 20 30

35.5

21.9

1.6

3.8

3.8

1.6

7.1

10.9

0.0

0.5

0.5

0.0

0.0

4.4

0.5

1.1

6.6

22.1

28.2

1.9

8.9

5.6

0.9

4.2

18.8

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

5.2

0.5

2.8

6.6

0 10 20 30 40

37.7

18.6

1.1

7.1

2.2

0.5

2.2

17.5

0.0

0.5

0.0

0.5

0.0

3.3

0.5

1.6

6.6

23.0

23.9

0.5

19.7

3.8

0.9

1.9

20.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.8

0.0

0.5

7.5

0 10 20 30 40

45.9

10.4

0.0

6.6

0.5

0.5

0.0

20.8

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.5

0.5

3.8

9.8

31.9

16.9

0.5

14.6

0.5

0.0

0.5

24.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

3.3

9.9

0 10 20 30 40 50

今回調査

(n=183)

前回調査

(n=213)

(%)
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〔３〕メールやインターネットを利用する中で経験したこと   〔４〕自分にとって一番必要な場所 

＜前回に比べて利用時間、SNS 等の利用率が１割程増加＞  ＜前回同様、外で遊べる場所を必要する割合が高い＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.8

16.3

0.6

28.9

5.4

0.0

27.1

1.2

50.5

7.5

3.8

25.3

2.7

1.6

40.3

1.1

0 20 40 60 80

今回調査

(n=166)

前回調査

(n=186)

気がつくと何時間もインターネットをしている

匿名掲示板（匿名で利用できる
ＳＮＳ等を含む）を利用する

友達の悪口や人を傷つけるような
書きこみをしたことがある

見ず知らずの人とやりとりしたことがある

暴力的な内容、性的内容などを含む
サイトにアクセスしたことがある

その他

特にない

無回答

(MA%)

メールやインターネットを利用する中で経験したこ

とをたずねたところ、「気がつくと何時間もインターネ

ットをしている」が 60.8%と最も多く、次いで、「見

ず知らずの人とやりとりしたことがある」が 28.9%と

なっています。  

24.6

7.1

9.8

8.7

4.9

1.6

16.4

1.1

4.9

15.8

4.9

28.6

12.2

8.5

16.4

4.7

2.8

20.7

1.4

1.4

14.6

2.8

0 10 20 30 40

今回調査

(n=183)

前回調査

(n=213)

スポーツや外遊びなど体を思い切り
動かすことのできる場所

自然がいっぱいでほっとできる場所

興味があることについて教えてくれる場所

友達がたくさん集まってくる場所

音楽など、家ではできない活動ができる場所

工作や創作活動などができる場所

誰にも何も言われずに過ごせる場所

ボランティア活動ができる場所

その他

特に必要ない

無回答

(%)

自分にとって一番必要な場所をたずねたところ、「ス

ポーツや外遊びなど体を思い切り動かすことのできる

場所」が 24.6%と最も多く、次いで、「誰にも何も言

われずに過ごせる場所」が 16.4%となっています。  
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〔５〕自分自身について感じていること、悩みや相談について 

＜前回調査時よりも自分自身への評価は上昇傾向、「悩んでいることはない」を回答した割合が増加。 
相談場所については、身近な手段で、いつでも気軽に利用できるものが有効＞ 

悩んでいること（１位）      

 

 

  

①  自分のことが好きだ  

 

 

 

 

 

 

②  自分は人から必要とされている  

 

 

 

 

 

 

③  理想の自分に近づけている  

 あればよいと思う相談場所  

 

 

 

 

  

 

5.5

14.8

9.3

9.3

2.2

14.2

2.7

10.4

2.2

4.4

2.7

16.4

6.0

3.3

23.9

8.9

5.6

2.3

10.3

1.9

6.6

0.9

5.2

4.2

13.1

13.6

0 10 20 30

今回調査

(n=183)

前回調査

(n=213)

家庭・家族のこと

勉強のこと

学校生活に関すること

友達のこと

好きな異性のこと

将来のこと

自分の性格

身長や体重、外見

健康のこと

無力感、
やる気がでないこと

その他

悩んでいることはない

無回答

(%)

32.2

19.1

24.0

15.3

24.0

19.7

1.1

32.9

16.4

16.4

13.1

0.9

45.5

3.8

0 10 20 30 40 50

今回調査

(n=183)

前回調査

(n=213)

曜日や時間を問わず、いつでも相談にのってくれるところ

同じ悩みを持つ（持っていた）先輩が相談にのってくれるところ

メールなどいろいろな手段で相談にのってくれるところ

同じ悩みを持っている人がグループをつくって話しあえるところ

その他

相談場所は特にいらない

無回答

(MA%)

自分自身について、前回調査に比べて「そう思う」、

「ややそう思う」が多くなっています。  

27.3

15.5

32.8

23.5

20.2

38.5

8.2

8.9

5.5

11.7

6.0

1.9

そう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない

そう思わない

無回答
今回調査
(n=183)

前回調査
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100

24.6

11.7

33.9

28.6

23.5

39.0

5.5

10.8

6.6

8.0

6.0

1.9

そう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない

そう思わない

無回答
今回調査
(n=183)

前回調査
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100

14.8

5.6

20.2

18.3

35.0

39.9

13.7

15.5

9.3

18.8

7.1

1.9

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない

そう思わない

無回答
今回調査
(n=183)

前回調査
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100
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〔６〕結婚、子どもについて ＜結婚したいと思う割合は１割以上減少、「結婚＝子ども」のイメージも減少＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来結婚したいと思うかについてたずねたとこ

ろ、「ぜひ結婚したい」が 22.4%、「できれば結婚

したい」が 39.3%、「結婚したくない」が 10.4%

となっています。  

「結婚」のイメージをたずねたところ、「好きな人とずっと一緒

にいられる」が 42.1%と最も多く、次いで、「自分で家族や家庭

をつくる」が 39.9%、「子育てをするのが大変そう」が 23.0%と

なっています。  

22.4

39.3

10.4

21.3

6.6

34.3

31.5

9.9

21.6

2.8

0 10 20 30 40 50

今回調査

(n=183)

前回調査

(n=213)

ぜひ結婚したい

できれば結婚したい

結婚したくない

わからない

無回答

(%)
42.1

16.4

18.6

8.2

39.9

10.4

14.2

14.8

23.0

9.3

10.9

2.2

7.7

6.6

43.2

12.2

33.3

13.6

48.8

11.7

14.6

16.4

18.8

9.4

9.9

0.5

8.9

2.3

0 20 40 60

今回調査

(n=183)

前回調査

(n=213)

好きな人とずっと一緒にいられる

精神的、経済的に安定する

子どもが持てる

親から独立できる

自分で家族や家庭をつくる

親が喜びそう

時間やお金を自由に使えなくなる

家事をするのが大変そう

子育てをするのが大変そう

他人と家庭を築くのは面倒そう

相手の家族・親族との
付き合いが面倒そう

その他

わからない

無回答

(3LA%)
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〔７〕子どもは好きか、何人くらい欲しいと思うか  

＜子どもが好きな割合が５割と前回に比べて減少、子どもはいらない割合が２割弱と前回に比べて増加＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもについてたずねたところ、「好きである」

が 51.9%となっています。  

また、「嫌いである」と答えた理由をたずねたと

ころ、「意思疎通が難しいため」、「しつけや、教

育が大変そうだから」、「うるさい、泣くから」、

「加減を知らないから」となっています。  

欲しい子どもの数をたずねたところ、「１人」が

15.8%、「２人」が 43.2%、「３人」が 13.7%、

「４人以上」が 0.5%となっています。一方、「い

らない」が 18.0%となっています。  

51.9

7.1

34.4

6.6

65.3

9.4

23.5

1.9

0 20 40 60 80

今回調査

(n=183)

前回調査

(n=213)

好きである

嫌いである

わからない

無回答

(%)

15.8

43.2

13.7

0.5

18.0

8.7

9.9

52.6

14.1

2.3

15.0

6.1

0 20 40 60

今回調査

(n=183)

前回調査

(n=213)

１人

２人

３人

４人以上

いらない

無回答

(%)
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〔８〕門真市に対する思い ＜「住んでいてよかった」が６割、「住み続けたい」が４割＞ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

門真市に住んでいてよかったと思うかをたずねたところ、「よかった」、「どちらかといえばよかった」を合わせた『よ

かった』が 59.5％となっています。  

門真市に住み続けたいと思うかについてたずねたところ、「住み続けたい」、「どちらかといえば、住み続けたい」を

合わせた『住み続けたい』が 39.9％となっています。  

33.3

29.6

26.2

29.1

8.2

8.5

4.9

6.1

20.8

24.9

6.6

1.9

よかった どちらかといえばよかった

どちらかといえばよくない

よくない

どちらともいえない、わからない

無回答
今回調査
(n=183)

前回調査
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100

14.2

17.4

25.7

22.5

10.9

14.6

12.6

9.4

34.4

35.7

2.2

0.5

住み続けたい

どちらかといえば、住み続けたい

どちらかといえば、住み続けたいとは思わない

住み続けたいとは思わない

どちらともいえない、わからない

無回答
今回調査
(n=183)

前回調査
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100
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〔９〕門真市に住んでいてよかったと感じる理由  ＜買い物に便利と答えた割合が３割＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

門真市に住んでいてよかったと感じる理由をたずねたところ、「友達・親せきなどが近くに住んでいるから」が 58.7%

と最も多く、次いで、「住み慣れたところであり、愛着があるから」が 56.0%、「買い物に便利だから」が 33.9%とな

っています。  

56.0

58.7

3.7

23.9

33.9

10.1

3.7

4.6

2.8

0.0

64.0

52.8

11.2

21.6

20.0

12.0

2.4

8.0

3.2

1.6

0 20 40 60 80

今回調査

(n=109)

前回調査

(n=125)

住み慣れたところであり、愛着があるから

友達・親せきなどが近くに住んでいるから

市内で進学・就労しているから

交通の便がよいから

買い物に便利だから

遊ぶ場所がたくさんあるから

緑が多く自然に親しめるから

その他

特にない

無回答

(3LA%)
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【ひとり親家庭等】  

〔１〕現在の就業状況  

＜母子家庭等では、正社員・正規職員、パート・アルバイト・臨時職員等がともに４割。 

父子家庭に比べて正社員・正規職員の割合は低いが、経年でみると正社員・正規職員の割合は増加傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の就業形態は、母子家庭等の母親では、「パート・アルバイト・臨時職員等」が 38.9%、父子家庭の父親では、

「正社員・正規職員」が 62.2%と多くなっています。  

経年でみると、「正社員・正規職員」は増加傾向、「パート・アルバイト・臨時職員等」は減少傾向となっています。 

38.9

4.9

39.2

4.0

0.3

0.3

1.9

9.9

0.6

62.2

2.7

8.1

16.2

2.7

0.0

2.7

5.4

0.0

0 20 40 60 80

母子家庭等

(n=324)

父子家庭

(n=37)

正社員・正規職員

派遣社員

パート・アルバイト・臨時職員等

自営業・自由業・農業等

家族従業者(自営業の手伝い)

内職・在宅ワーク

その他

働いていない

無回答

(%)
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〔２〕経済的な生活状況 ＜生活状況が『苦しい』は母子家庭等で７割、父子家庭で８割＞ 

 

 

 

 

 

経済的な生活状況   年間の就労収入額  

 

 

  

年間の就労収入は、母子家庭等では「100 万円未満」が

17.6%と最も多く、父子家庭では「350～400 万円未満」が

18.9％と最も多くなっています。  

経済的な生活状況は、「やや苦しい」と「苦しい」を合わせ

た『苦しい』が、母子家庭等で 74.1％、父子家庭で 86.4％と

なっています。  

17.6

16.7

13.3

16.4

10.5

9.0

3.4

3.4

2.2

1.9

1.2

1.5

3.1

8.1

2.7

13.5

2.7

13.5

5.4

18.9

8.1

5.4

2.7

8.1

5.4

5.4

0 10 20 30

母子家庭等

(n=324)

父子家庭

(n=37)

100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～250万円未満

250～300万円未満

300～350万円未満

350～400万円未満

400～450万円未満

450～500万円未満

500～550万円未満

550～600万円未満

600万円以上

無回答

(%)

0.3

0.6

0.0

0.0

3.1

2.6

0.0

4.4

22.2

26.2

13.5

26.5

41.7

37.4

45.9

44.1

32.4

31.8

40.5

22.1

0.3

1.3

0.0

2.9

余裕がある

やや余裕がある

普通 やや苦しい 苦しい 無回答

母子家庭等(n=324)

（令和元年）

父子家庭(n=37)

（令和元年）

(%)
0 20 40 60 80 100



30 

 

〔３〕現在困っていること・相談先 ＜困っていることは経済的なこと、相談先のない父子家庭が約３割＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

自身の困りごと   子どもの困りごと   相談先  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談や手助けを頼む先は、「家族・親戚」

が母子家庭等で 68.2%、父子家庭で

59.5%と最も多くなっています。また、父

子家庭では「相談先がない」が 27.0%と

なっています。  

自身のことで困っていることは、

母子家庭等、父子家庭ともに「家計

（就労収入が少ない）」が最も多く、

母子家庭等で 59.6%、父子家庭で

43.2%となっています。  

25.0

27.2

59.6

29.9

3.1

26.9

19.1

35.8

7.7

13.3

4.6

9.9

1.2

21.6

8.1

43.2

18.9

5.4

35.1

21.6

32.4

5.4

0.0

5.4

18.9

0.0

0 20 40 60 80

母子家庭等

(n=324)

父子家庭

(n=37)

住居（家賃が高い）

住居（狭いなど住環境が悪い）

家計（就労収入が少ない）

家計（児童扶養手当が少ない）

家計（年金が少ない）

仕事

家事

自分の健康

医療費

家族の介護や健康

その他

特に困っていることはない

無回答

(MA%)

子どものことで困っていること

は、「学習や進路のこと（経済的理

由）」が母子家庭等で 49.7%、父

子家庭で 40.5%と最も多くなって

います。  

17.0

49.7

25.0

8.3

3.4

6.2

23.5

21.6

1.5

12.3

4.0

23.5

1.9

16.2

40.5

21.6

13.5

5.4

18.9

18.9

10.8

2.7

13.5

2.7

29.7

2.7

0 20 40 60

母子家庭等

(n=324)

父子家庭

(n=37)

しつけ

学習や進路のこと（経済的理由）

学習や進路のこと（その他の理由）

就職

非行・問題行動

不登校・引きこもり

子どもの健康

食事・栄養

結婚問題

友だち関係

その他

特に困っていることはない

無回答

(MA%)
68.2

44.1

1.5

13.6

6.2

0.3

6.2

0.6

0.3

0.0

3.7

0.3

0.9

2.2

16.0

0.6

59.5

29.7

2.7

2.7

2.7

0.0

2.7

0.0

0.0

0.0

2.7

0.0

0.0

2.7

27.0

0.0

0 20 40 60 80

母子家庭等

(n=324)

父子家庭

(n=37)

家族・親戚

友人・知人

近所の人、自治会役員等

職場の人

同じ立場のひとり親家庭の人

民生委員児童委員

市役所の担当部署や相談窓口

母子・父子自立支援員

母子福祉推進委員

母子寡婦福祉会

保育所・幼稚園・
こども園・学校等

ＮＰＯ法人等

社会福祉協議会

その他

相談先がない

無回答

(MA%)



31 

 

〔４〕養育費について  

＜養育費を受け取っている母子家庭等は３割弱と増加傾向、取り決めをしている家庭は４割強＞ 

 

 

 

 

 

養育費の有無   養育費の取り決め  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養育費については、母子家庭等の 27.6%が何ら

かの形で受け取っており、前回調査に比べて 10.3

ポイント増加しています。  

養育費の取り決めについては、「取り決めはし

ていない」が母子家庭等で 35.9％、父子家庭で

60.7％となっています。  

14.1

16.4

12.5

3.6

35.9

21.7

0.0

3.6

14.3

3.6

60.7

21.4

0 20 40 60 80

母子家庭等

(n=304)

父子家庭

(n=28)

公正証書等で取り決めをしている

口頭や私的書面で取り決めをしている

家庭裁判所の調停

裁判による判決

取り決めはしていない

無回答

(MA%)

25.0

15.4

3.6

5.4

2.6

1.9

0.0

0.0

67.1

80.0

85.7

85.7

5.3

2.7

10.7

8.9

受け取っている

ときどき受け取っている

受け取っていない 無回答

母子家庭等(n=304)

（令和元年）

父子家庭(n=28)

（令和元年）

(%)
0 20 40 60 80 100
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〔５〕施設や制度・施策の認知と利用状況 ＜認知していない割合が高く、情報発信方法の見直しが重要＞ 

 

 

 

 

 

母子家庭等            父子家庭  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設や制度・施策の認知度をたずねたところ、「利用したことがある」、「内容も知っている」、「聞いたことがあ

る」を合わせた『知っている』は、「 (2)ひとり親家庭医療費助成」が最も多く、母子家庭等で 75.9%、父子家庭等で

59.4%となっています。一方、５割から 7 割の方が、「 (2)ひとり親家庭医療費助成」を除くほとんどの施設や制度・

施策を「知らなかった」と回答しています。  

67.9

11.1

66.4

51.2

52.2

70.4

62.0

57.4

68.8

42.3

50.6

75.9

1.9

50.3

4.3

2.8

1.5

0.9

0.9

6.8

4.3

14.8

3.1

0.6

4.3

11.1

5.2

9.3

9.9

6.2

5.2

5.2

3.4

8.6

11.7

2.8

18.5

14.5

17.6

30.9

30.2

15.4

25.6

23.8

17.0

27.2

28.4

12.7

7.4

13.0

6.5

5.9

6.2

7.1

6.2

6.8

6.5

7.1

6.2

8.0

知らなかった

利用したことがある

内容も知っている

聞いたことがある

無回答

(1)母子・父子自立支援員

(2)ひとり親家庭医療費助成

(3)大阪府母子・父子・寡婦福祉資金

(4)ひとり親家庭高等職業訓練
促進給付金

(5)ひとり親家庭自立支援
教育訓練給付金

(6)ひとり親高卒程度認定試験
合格支援給付金

(7)地域就労支援センター

(8)女性サポートステーションＷＥＳＳ

(9)門真市母子寡婦福祉会

(10)就労支援「かどま」ハローワーク
コーナー（門真市役所内出張所）

(11）ファミリーサポート

(12）子育て短期支援事業

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=324)

62.2

24.3

64.9

62.2

59.5

67.6

54.1

56.8

64.9

54.1

56.8

64.9

0.0

32.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

2.7

0.0

2.7

8.1

2.7

2.7

2.7

2.7

2.7

5.4

2.7

2.7

5.4

2.7

10.8

18.9

10.8

13.5

16.2

8.1

21.6

10.8

8.1

18.9

13.5

10.8

24.3

16.2

21.6

21.6

21.6

21.6

21.6

27.0

24.3

21.6

21.6

21.6

知らなかった

利用したことがある

内容も知っている

聞いたことがある

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=37)
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〔６〕ひとり親家庭等を取り巻く門真市の環境 

＜門真市を「暮らしやすい」と感じる家庭は母子家庭等で２割、父子家庭で１割強 

取り巻く環境は、交通の便がよく、同じ立場の仲間が多い＞ 

  

 

 

 

 

 

 

門真市の暮らしやすさ   ひとり親家庭を取り巻く環境   

 

 

 

 

21.9

13.5

23.5

24.3

53.1

59.5

1.5

2.7

暮らしやすい 暮らしやすくない わからない 無回答
母子家庭等

(n=324)

父子家庭
(n=37)

(%)
0 20 40 60 80 100

門真市の暮らしやすさについては、母子家庭等の

21.9％、父子家庭の 13.5％が「暮らしやすい」と回

答しています。  

ひとり親家庭等を取り巻く門真市の環境は、母子家

庭等では「市内外への交通の便がよい」が 26.9%と最

も多くなっています。父子家庭では、「同じ立場の仲

間、友人等が多い」、「市内外への交通の便がよい」

がそれぞれ 16.2%となっています。  

12.0

21.6

3.4

9.3

26.9

3.7

6.2

3.1

2.5

10.8

30.9

10.8

16.2

0.0

5.4

16.2

8.1

5.4

0.0

0.0

18.9

40.5

0 10 20 30 40 50

母子家庭等

(n=324)

父子家庭

(n=37)

ひとり親家庭等を温かく見守る雰囲気がある

同じ立場の仲間、友人等が多い

ひとり親家庭の親が働きやすい

家賃や物価が安い

市内外への交通の便がよい

子どもの教育環境が充実している

各種の支援施策・サービスが充実している

生活や施策等に関する情報が得やすい

悩みごとの相談がしやすい

その他

無回答

(MA%)
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〔７〕自立や生活の安定を図るために望まれる支援策  

＜年金・児童扶養手当の充実や就学援助、医療費負担の軽減などの支援が求められている＞  

 

 

 

自立や生活の安定を図るために望まれる支援策は、

「年金・児童扶養手当の充実」が母子家庭等で 60.2%、

父子家庭で 48.6%と最も多くなっています。  
16.4

13.9

11.1

15.4

6.2

18.8

13.3

18.5

19.4

60.2

28.1

48.1

23.8

17.9

23.1

17.3

11.1

11.7

40.1

31.8

11.4

6.5

4.3

3.4

18.9

24.3

10.8

8.1

8.1

10.8

0.0

2.7

5.4

48.6

21.6

32.4

18.9

2.7

0.0

2.7

2.7

5.4

27.0

10.8

8.1

2.7

16.2

10.8

0 20 40 60 80

母子家庭等

(n=324)

父子家庭

(n=37)

気軽に相談できる場所や相談体制の充実

夜間・土日祝日における相談体制の充実

子育てに関する相談窓口の充実

就労に関する情報提供・相談窓口の充実

当事者同士で情報交換・相談ができる場の充実

各種制度・サービスに関する広報の充実

保育所優先入所の推進

延長・休日・一時保育の充実

病児・病後児保育の充実

年金・児童扶養手当の充実

児童扶養手当の所得要件を本人のみにするなど
要件の緩和

子どもの就学援助の充実

子どもの学習支援（学習支援ボランティアの派遣等、
学校外での学習機会の提供）
正規雇用での就労機会の充実

母子家庭の母等の雇用を促進する企業への支援

職業訓練・受講料補助など経済的支援の充実

職業訓練や技能講習など機会の充実

家事・子育て援助ヘルパー等の充実

医療費負担の軽減

公営住宅の増設・優先入居の推進

ひとり親家庭等の人権施策の推進

その他

特に望むものはない

無回答

(MA%)


